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〔主な内容〕

●防災総合訓練 （P2～3）

●保育所入所申込が始まります （P4～5）

●第３回議会定例会 （P8） 石川県防災総合訓練（9月8日 内灘町） 石川県防災総合訓練（9月8日 内灘町）  



 総合訓練 9月8日 
訓練想定  
　９月８日（日）、午前８時30分頃石川県加賀地方を震源とするマグニチュード6.9の地震が発生。内灘

町の被害はひどく、地震に伴う火災の発生、鉄道・道路の損壊、内灘橋の落下による交通及び通信網の

寸断があり、多数の死傷者が発生。 

　内灘町の要請で、石川県はただちに、災害救助法を摘要し関係機関に災害救助の出動要請を行った… 
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防
災
総
合
訓
練

●
内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

●内灘町総合公園

●
内
　
灘
　
駅

線路災害応急復旧訓練

毒劇物漏洩事故救出訓練

重症患者航空搬送訓練

●
内
灘
中
学
校

中高層建築物救助訓練

●
向
陽
台
公
園

給水訓練

炊き出し訓練



石川県防災 
　９月８日（日）、内灘町を会場に第43回石川県防災総合訓練が開催されました。訓練
には、県内外の防災関係67機関2,113名が参加し、多種多様な訓練を展開しました。 
　また、町民の皆様にも多数のご参加をいただき、広範囲にわたるご支援、ご協力を賜
り、本当にありがとうございました。 

平成14年度 
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防
災
総
合
訓
練

訓練状況を語る岩本町長と谷本知事

水防訓練

●マリンパーク内灘周辺

●河北潟放水路

救援物資揚陸運送訓練 ●
鶴
ヶ
丘
小
学
校

児童避難誘導訓練

●
内

灘

大

橋

車両多重事故救出救助訓練

●
役

場

庁

舎

高層建築物からの救助訓練



平成15年度 

保 育 所 名 入所される住所地域
（おおむねの目安） 長時間・延長保育 保育年令 予定定員 電話番号

平
成
十
五
年
度
内
灘
町
学
童
保
育

の
入
会
申
請
受
け
付
け
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

対
　
　
象

平
成
十
五
年
度
小
学
校
一
〜
三
年

生
で
日
中
留
守
家
庭
等
で
適
切
な

保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

受
付
期
間

十
月
十
一
日
（金）
〜二

十
四
日
（木）
ま
で

保
育
時
間

月
〜
金
曜
日

下
校
時
よ
り
午
後
七
時
ま
で

土
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜

午
後
十
二
時
十
五
分

﹇
休
校
の
場
合
﹈

月
〜
金
曜
日

午
前
八
時
十
五
分
〜
午
後
七
時

﹇
日
曜
・
祝
日
﹈
休
館

受
　
　
付

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ま
で

※
な
お
、
入
会
に
際
し
ま
し
て
は
、

入
会
資
格
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

向 粟 崎 保 育 所
緑 台 保 育 所
鶴 ケ 丘 保 育 所
鶴ケ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所
鶴が丘乳児保育園
向 陽 台 保 育 園

（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（町立）
（私立）
（私立）

向粟崎、旭ケ丘、アカシア 19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）
19時まで（14時まで）

19時まで（14時まで）

0歳児より 150名
80名
120名
90名
140名
35名
70名
90名
90名

238－3626
238－9856
286－1125
286－2220
286－0106
286－0104
286－8405
286－0133
237－2677

1歳児より
1歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
2歳児より
0～2歳児
0歳児より

22時まで　休日・祝日・一時保育を実施

緑台、千鳥台
鶴ケ丘、大根布、大学、
大清台、ハマナス、
白帆台
宮坂、白帆台
西荒屋、室、湖西
町内全域
向陽台、千鳥台

学童保育の入会申請

◇町内各保育所（園）に備えてあります「申込書」と
必要な添付書類等をそろえてお申し込みください。
申し込みにあたっては、申込書といっしょにお渡
しする「保育所入所申込のしおり」と記載例（見
本）を参考にして、勤務証明書等の記入もれがな
いようご注意ください。

◎申し込み期間
10月11日（金）～10月24日（木）まで
（午前9時～午後4時まで）

◎申し込み先
町内各保育所（園）

◎入所決定　
平成15年2月下旬

◎送　迎
子どもの交通事故防止等のため、保護者の方にしていただ
きます。

◎給　食
■3歳未満児＝主食（ごはん、パン）、副食とも保育所で用意
■3歳以上児＝主食持参、副食は保育所で用意

◎保育時間等
●昼間＝午前7時30分～午後4時
※保護者の勤務状態により、長時間保育（午後4時～6時）
及び延長保育（午後4時～7時）も実施しています。

●休日（鶴が丘乳児保育園）＝日曜日・祝日の午前7時～午
後10時まで（希望の方は、保育園に相談してください。）

●0歳児からの保育については、鶴が丘乳児保育園・向陽台
保育園及び向粟崎保育所で実施しています。

◇保育所の通所区域は、おおむね次の表のとおりです。なお、各保育所の施設規模等に応じ、入所できる児童数に
制限もありますので、ご了承ください。

（注）長時間・延長保育欄の（ ）内は、土曜日の時間です。

申 し 込 み 方 法送り迎え・保育時間等

保 育 時 間 等
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※
参
考
　
平
成
十
四
年
度
　
学
童
保

育
料
（
月
額
）
七，

〇
〇
〇
円

保育所は、保護者が家庭の内外で労働をしてい
たり、病気などの理由により乳幼児を家庭で保育
することができない場合に、保護者に代わって保
育することを目的とした児童福祉施設です。

◎家庭外労働
家庭の外で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎家庭内労働
家庭の中で仕事をしているため、その児童の保育ができ
ない。

◎病気、出産、障害等
病気、出産、心身障害等のため児童の保育ができない。
死亡、離婚、行方不明などの理由により不在のため、その
児童の保育ができない。

◎病人の看護等
児童の家庭に長期にわたる病人や、心身に障害のある人
が居るため、その看護、介助で児童の保育ができない。

◎家庭の災害
火災、風水害、地震等の災害に遭い、その復旧の間児童
の保育ができない。

◇現在入所している方で、平成15年度も引き続き
入所する方も必ず申込書（継続）を希望保育所
（園）に提出してください。
◇平成14年1月2日以降に内灘町に転入された方は、
後日同年1月1日の住所地から平成14年度分、市
町村民税の課税証明書を提出していただくことが
あります。

◇保育料は、入所する子どもと同一世帯で生計をとも
にしている家族（祖父母は生計の中心者である場合
に限る）の前年の所得税額等を基準として決定され
ています。また、2人以上の児童が入所される場合に
は、保育料の一部軽減もあります。なお、平成14年
度の保育料最高額は下記のとおりです。

【平成14年度保育料（月額）】
3歳未満児　45,700円（最高額）
3歳以上児　27,400円（最高額）

◇勤務されている方は、「平成14年分の所得税源泉徴収
票」、自営業の方は、「確定申告書の写し」を入所決
定した保育所または町民生活課へ平成15年3月17日
までに提出していただきます。

〔参　考〕保育料について

向粟崎学童
保育クラブ

238－5771

学童保育
ク ラ ブ

電話番号 校下名 施設名
予定構成
人　　員

向粟崎
小学校

向粟崎
児童館

40人

清 湖 学 童
保育クラブ

237－1210
清　湖
小学校

清　湖
児童館

30人

鶴ヶ丘学童
保育クラブ

286－4607
鶴ヶ丘
小学校

鶴ヶ丘
児童館

40人

内 灘 学 童
保育クラブ

286－1032
大根布
小学校

内　灘
児童館

40人

北 部 学 童
保育クラブ

286－5438
西荒屋
小学校

内灘町勤労
青少年ホーム

15人

そ　　の　　他

保育所へ入所できる基準
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事
業
所
の
防
火
意
識
の
高
揚
と
、
初
期
消
火
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
第
十

回
河
北
郡
消
火
技
術
競
技
大
会
が
、
八
月
二
十
四
日
（
土
）
内
灘
町
総
合
公
園

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
河
北
郡
防
火
協
会
発
足
十
周
年
を
記
念
し
た
節
目
の
大
会
で
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
事
業
所
を
代
表
す
る
四
十
八
チ
ー
ム
の
選
手
達
は
、
屋
内

消
火
栓
の
部
と
消
火
器
の
部
に
分
か
れ
、
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
職
場
で
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
発
揮
し
た
、「
伊
丹
産
業
株
式
会
社
Ａ
チ
ー
ム
」
が
屋

内
消
火
栓
の
部
で
優
勝
す
る
な
ど
、
当
町
の
出
場
チ
ー
ム
の
活
躍
が
目
立
ち
ま

し
た
。

尚
、
当
町
か
ら
の
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
屋
内
消
火
栓
の
部

優
　
勝
　
伊
丹
産
業
株
式
会
社
Ａ

準
優
勝
　
伊
丹
産
業
株
式
会
社
Ｂ

◆
消
火
器
の
部

第
三
位
　
有
限
会
社
　
政
見
製
作
所

第
十
回
河
北
郡
消
火
技
術
競
技
大
会

●『
15
秒
』

安
東

あ
ん
ど
う

能
明

よ
し
あ
き

著

二
月
十
日
午
前
五
時
、
Ｊ
Ｒ
関
東
の
運
転
士

の
時
計
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
送
が
、
そ

し
て
精
密
機
械
工
場
の
時
間
が
十
五
秒
遅
れ
て
、
二
人
が
死
ん
だ
。
な
ぜ

因
果
関
係
の
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
が
十
五
秒
遅
れ
た
の
か
？

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

真
珠
夫
人
』

菊き
く

池ち

寛か
ん

著

美
貌
の
未
亡
人
瑠
璃
子
が
、
男
性
の
エ
ゴ
イ

ズ
ム
に
復
讐
す
る
こ
と
を
軸
に
し
な
が
ら
、
最

後
は
彼
女
を
慕
う
青
年
に
殺
さ
れ
る
ま
で
を
描
く
。今
な
お
色
褪
せ
な
い
、

文
豪
の
社
会
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

●『
こ
う
さ
ぎ
の
ジ
ャ
ム
つ
く
り
』

森
山

も
り
や
ま

京
み
や
こ

作

こ
う
さ
ぎ
は
、
こ
り
す
と
一
緒
に
ぶ
ど
う
摘

み
に
出
か
け
ま
し
た
。
い
つ
も
は
、
お
か
あ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
ぶ
ど

う
の
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
も
、
こ
う
さ
ぎ
た
ち
が
手
伝
い
ま
す
。
上
手
に
お

手
伝
い
で
き
た
か
な
？

〔
「
版
画  

の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

 

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０
　
FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.ishikaw
a.jp/osirase/toshokan
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み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
は
、
消
火

器
を
備
え
て
あ
り
ま
す
か
。
万
一
の

場
合
に
備
え
、
消
火
器
の
正
し
い
取

扱
い
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

大
根
布
第
三
町
内
会
と
大
学
町
会

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
十
八
名
は
、

八
月
八
日
（
木
）
内
灘
町
消
防
本
部

に
お
い
て
、
防
火
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

防
火
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
後
、
一
一
九

番
の
通
報
訓
練
や
消
火
器
の
取
扱
い

訓
練
な
ど
猛
暑
の
中
、
初
め
て
の
消

火
訓
練
に
緊
張
し
て
い
た
ク
ラ
ブ
員

で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
和

や
か
と
な
り
、
最
後
ま
で
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
に
は
、
内
灘
町
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
ク
ラ
ブ
員
同
士

の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
研
修
実
施

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

感
動

か
ん
ど
う

が
子こ

ど
も
を
変か

え
る村

上
む
ら
か
み

淳
子

じ
ゅ
ん
こ

美び

女じ
ょ

た
ち
の
日に

本ほ
ん

史し

永な
が

井い

路み
ち

子こ

天
才

て
ん
さ
い

た
ち
は
10
代だ

い

、
20
代だ

い

に
何な

に

を
し

た
か

芹
沢

せ
り
ざ
わ

俊
介

し
ゅ
ん
す
け

だ
れ
か
を
好す

き
に
な
っ
た
ら

宇
佐
美

う

さ

み

百
合
子

ゆ

り

こ

値ね

段だ
ん

の
秘ひ

密み
つ

阿
部

あ

べ

邑ゆ
う

気き

た
の
し
い
子
育
て
の
秘
密金

盛
か
ね
も
り

浦う
ら

子こ

ト
ラ
ッ
ク
の
本

ベ
ス
ト
カ
ー
編

若
々

わ
か
わ
か

し
く
丈
夫

じ
ょ
う
ぶ

な
骨ほ

ね

を
つ
く
る
本

林
は
や
し

泰
文

や
す
ふ
み

日に

本ほ
ん

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
が
な
く
な
る
日

高た
か

久く

永
道

な
が
み
ち

加
賀

か

が

前ま
え

田だ

家け

百
万
石

ひ
ゃ
く
ま
ん
ご
く

の
茶ち

ゃ

の
湯ゆ

嶋
崎

し
ま
さ
き

丞
す
す
む

運
命

う
ん
め
い

の
足
音

あ
し
お
と

五い
つ

木き

寛
之

ひ
ろ
ゆ
き

発は
っ

火か

点て
ん

真し
ん

保ぼ

裕
一

ゆ
う
い
ち

好
き
よ

柴し
ば

田た

よ
し
き

神
社

じ
ん
じ
ゃ

の
見み

方か
た

外と

山や
ま

晴
彦

は
る
ひ
こ

裸は
だ
か
の
桜

さ
く
ら

桐き

生
り
ゅ
う

典の
り

子こ

他

多

数

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

夏
休
み
が
終
わ
っ
た
。
館
内
が

急
に
閑
散
と
し
休
み
中
の
あ
の
人

で
ご
っ
た
返
し
た
喧
騒
は
何
だ
っ

た
の
か
と
思
う
。

特
に
館
内
の
奥
に
用
意
さ
れ
て

い
る
二
十
四
席
の
学
習
机
は
利
用

が
た
っ
た
の
三
〜
四
人
で
、
そ
の

寂
し
さ
が
よ
く
目
立
つ
。
夏
休
み

中
は
、
い
つ
も
満
席
で
会
議
室
を

自
習
室
に
開
放
す
る
ほ
ど
賑
わ
っ

て
い
た
。

自
習
室
あ
る
い
は
学
習
机
と
云

え
ば
、
最
近
の
新
し
い
図
書
館
で

は
、
教
科
書
の
持
込
み
学
習
は
図

書
館
の
資
料
を
利
用
せ
ず
、
単
に

席
を
占
領
す
る
だ
け
な
の
で
お
断

り
の
所
が
多
い
。
こ
れ
は
県
内
は

勿
論
、
全
国
の
新
し
い
図
書
館
が

そ
の
傾
向
に
あ
る
。

私
達
の
若
い
頃
に
は
、
図
書
館

と
、
云
え
ば
勉
強
す
る
所
だ
と
思

っ
て
い
た
。
時
代
の
推
移
と
共
に

図
書
館
も
大
い
に
変
わ
り
、
そ
し

て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

昔
は
、
本
は
高
価
な
も
の
で
あ

り
図
書
館
で
は
そ
の
多
く
が
書
庫

に
保
存
さ
れ
、
借
り
た
い
本
は
カ

ウ
ン
タ
ー
で
申
込
み
、
職
員
が
書

庫
か
ら
と
っ
て
き
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
当
時
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

は
静
か
で
学
生
達
が
勉
強
す
る
の

に
恰
好
の
場
所
だ
っ
た
筈
で
あ

る
。
そ
れ
が
今
で
は
、
利
用
者
は

ほ
と
ん
ど
の
本
に
直
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
、
自
分
で
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
当
然
、
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
は
混
雑
し
図
書
館
の
本
を
利
用

し
な
い
で
勉
強
す
る
学
生
達
は
隅

の
方
へ
追
い
や
ら
れ

”貸
席
お
断

り
“
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

公
共
図
書
館
の
公
共
性
と
は
単

に
貸
出
し
を
中
心
と
す
る
資
料
の

提
供
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
自
体
に
如
何
に
付
加
価
値

を
付
け
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。

蔵
書
が
増
え
益
々
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
な
る
当
館
で
は
あ
る
が
、
せ

め
て
学
生
達
が
勉
強
す
る
席
の
確

保
だ
け
は
果
た
し
て
行
き
た
い
も

の
だ
と
思
う
。

（
館
長
記
）

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

6
そ
の 
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図
書
館

情
報
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レバーを強く握る

操作はかんたん
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議
会

定
例
会

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）

補
正
額
　
　
五
六，

八
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

七，

四
八
六，

九
〇
〇
千
円

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
追
加
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

補
正
額
　
△
七，

六
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，

四
一
八，

四
〇
〇
千
円

・
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
補
正
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
霊
園
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
五
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額
二
四，

二
〇
〇
千
円

・
霊
園
法
面
の
修
繕
費
用
追
加
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
特
別
会
計
予
算

二
一，

八
〇
〇
千
円

・
風
力
発
電
施
設
建
設
の
た
め
の
敷

地
造
成
費
用
の
追
加
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

補
正
額
　
　
　
　
　
六
〇
〇
千
円

補
正
後
総
額

一，

八
六
八，

一
三
六
千
円

・
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
の
電
算
業

務
委
託
料
の
増
額
等

○
平
成
十
四
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額
　
　
　
二，

〇
九
二
千
円

補
正
後
総
額七

一
一，

七
九
二
千
円

・
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
補
正
等

○
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
年
号
表
記
の
見
直
し

○
内
灘
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
法
人
税
の
連
結
納
税
制
度
創
設
に

伴
う
所
要
の
改
正

○
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
保
険
税
算
定
方
法
の
見
直
し

○
内
灘
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計
の

新
設

○
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
三
歳
未
満
児
及
び
七
十
歳
以
上
の

方
の
一
部
負
担
金
の
見
直
し

○
内
灘
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
避
難
安
全
基
準
の
強
化

○
河
北
郡
地
方
税
整
理
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

・
組
合
経
費
の
負
担
金
算
定
の
変
更

○
内
灘
町
老
齢
者
医
療
助
成
金
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

○
西
荒
屋
地
区
汚
水
管
き
ょ
築
造
工

事
（
八
工
区
）

・
工
事
請
負
額
の
増

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
霊
園
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
老
人
保
健

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
十
三
年
度
内
灘
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

中
村
　
　
進
（
新
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

濱
田
　
悦
子
（
再
）

第
三
回
内
灘
町

議
会
定
例
会

平
成
十
四
年

提
　
出
　
議
　
案

第
三
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十
日
（
火
）
か
ら
十
九
日
（
木
）
ま
で
の
十
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
に
関
す
る
議
案

条
例
の
改
正
等

請
負
契
約
の
変
更

人

事

案

件

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
認
定



「Autumn」― 秋のつぶやき 

温暖な気候、美しい海と山、秋はいいねぇ。ふと、
耳をそばだてるといろんな音が聞こえてくる。虫の声
とか、風が葉っぱをなでる音とか…。あぁ、いとおか
しだねぇ（と、ここでお茶をすする）。自然の音って、
「聞く」というより、ひゅん、と身体に染み入るカン
ジがいいんだよねぇ。あ～、しみじみしちゃうな。あ、
今気付いたけど、「きく」っていろいろ。目がきく。
鼻がきく。口をきく。やっぱり「きく」のは耳だけで
はないのだな。
「で、国際交流とどういう関係？」そう、そう、そ

れはいい質問だな。国際交流って、「聞く」だけでは
ないと言いたいんだな。耳だけではなく、鼻、目、口
なども使ってきけばいいと思うの。ほとんどの人は耳
だけを使い、聞いたことを忘れてしまい、忘れること
は心身に影響を与えない。うん。そうだな、このパタ
ーンが多いよね。（と、またここでお茶をすする。）

一つの例を上げると、この前ニュースで「東アフリ
カでは、飢饉で１千600万人食糧危機に直面してい
る」とキャスターが伝えていた。それと似ているよう
なことは何回も聞いたことあるよね。考えてみると、
１千600万人は東京都、仙台市、京都府と神戸市の
合計人口より多いの。でも、ほとんどの人は何にもし
ない。ほとんどの人は世界の話を聞いても、（ぼくも
含めて）忘れてしまうよね…あなたはどう思うの？も
し自分の目、鼻、口でアフリカの苦しみを少しだけで
も体験したら何かをするでしょう…「きく」って、や
っぱり耳だけじゃないよね。私たちはテレビなどで
色々なことを聞いているけど、実は聞いていないよう
な気がする。（と、またここでお茶をすする。）
でも、この前ある知り合いは、「なぜ他の国の文化

を知ろうとする事がいいの？」と聞かれた。それはい
い質問だと思った。どうしてでしょう？ちょっと考え
たら、「異文化を知ることは自分の文化をより深く考
えることにつながると思う」とぼくは答えた。異なっ
た考え方を知ることは自分の生き方の選択を広め、人
生を豊かにし、自己文化の束縛からぬけだし、同時に
気が付かなかった自分の可能性に目を開かせてくれる

と思う。（なんちゃって長い文章だったな…）でもい
つか自分の子どもにこのような機会をもたせてあげた
いな。みんなはどうなんかな…（と、回りにいる人を
見ながら、お茶をすする。）
考えてみると、誰も生まれるとき親を選べない、身

体も選べない、国も選べない、母国語も選べないよね。
私たちはたまたまこの地球上のどこかの国にそれぞれ
の身体を持って、それぞれの親のもとに生まれたに過
ぎないのかもしれない。ある人は平均寿命が80歳を
越える国に生まれ、同じ日の同じ時刻にある人は、大
量虐殺が行われている、または栄養失調、飢饉がある
平均寿命が40歳にも満たない国に生まれる。（と、た
め息をつく。）
このように考えると、世界に暮らすどの人々も自分

がたまたま生まれた文化の価値観、尺度、感じ方にど
っぷりとつかり、それが一番自然なものと感じている
のかもしれないよね。だから異文化を理解しようとす
ると、表面的にはまったく異なって見える、さまざま
な文化の底を流れる人間の思いがどれほど似ているも
のであり、つながりのあるものであるかが明らかにな
ると思う。
そうすれば、知らないうちに異なった文化や人々に

対する畏敬、尊敬の念が自然に心にわき上がってくる。
日常生活でみるテレビニュースや新聞欄で今まで気に
も留めなかった国の人たちがどうしようもなく身近に
感じられるようになる…と違うのかな。
だから、異文化や外国人に会うチャンスがあれば、

目、鼻、耳、口、まぁ一全身かな、できいて、いっぱ
い吸収して、ただの外国の習慣について学ぶだけでは
なく、自分について知らなかったことを発見するかも
しれない…
な～んて、深く考える機会を与えてくれる秋はいい

ね！（と、またここでお茶をすする。）

●西荒屋小学校にて●

●鶴ヶ丘小学校にて●

鶴ヶ丘小学校3年生を9月9日に訪問しました。
「内灘町のいいところ」をたくさん教えてくれて
ありがとう！

2002.10.5.（9）

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー



皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

九
月
十
一
日
（
水
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
夕
陽
ヶ
丘
苑
」
で
敬
老
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
倉
業
務
長
、
北
陸
岳
水
会
好
岳
会
に
よ
る

詩
吟
「
祝
賀
の
詞
」
の
あ
と
、
入
所
者
三
名
で

な
る
詩
吟
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
も
行
わ
れ
、

大
喝
采
を
あ
び
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
慰
問

団
の
歌
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
賑
や
か
に
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
喜
び
ま
し
た
。

陽
ヶ
丘
苑

「
敬
老
会
」

夕
白
寿
を
迎
え
る
方
々
の
長
寿

を
祝
い
、
簡
易
保
険
事
業
へ
の

協
力
に
た
い
し
て
感
謝
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
粟
崎
郵
便
局

長
　
櫻
井
　
弘
　
氏
よ
り
、
お

祝
い
状
、
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
　
前
川

か
ね
さ
ん
、
生
田
　
と
さ
ん

の
二
人
が
め
で
た
く
白
寿
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

寿
を
祝
っ
て

白

前
川
か
ね
さ
ん

米
田
平
一
さ
ん

山
本
ヲ
ト
リ
さ
ん

右
は
妹
の
初
さ
ん

む
か
っ
て
左
が
生
田
　
と
さ
ん
、

九
月
二
日
（
月
）
長
寿
を
祝
い
、
岩

本
町
長
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
慰
問
が
行

わ
れ
、
長
寿
祝
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
慰
問
を
受
け
た
の
は
九
十
五

歳
に
な
ら
れ
る
米
田
平
一
さ
ん
（
向
粟

崎
二
）、
山
本
ヲ
ト
リ
さ
ん
（
向
粟
崎

二
）
の
お
ふ
た
り
、
町
長
の
問
い
か
け

に
も
元
気
に
答
え
、
共
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

老慰
問
実
施
　

敬

九
月
十
五
日
、
文
化
会
館
で
敬
老
の
日
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
内
灘
町
に
す
む
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
実
に
千
六
百
四
十
一
名
。
男
性
六
百
二
名
、

女
性
千
三
十
九
名
と
圧
倒
的
な
男
女
比
に
会
場
か
ら
は

感
嘆
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

岩
本
町
長
よ
り
高
齢
者
代
表
の
北
村
貞
二
さ
ん
、
飴

谷
菊
枝
さ
ん
に
内
灘
町
内
の
商
業
店
で

使
用
可
能
な
長
寿
祝
券
が
贈
呈
さ

れ
た
他
、
鶴
ヶ
丘
東
鶴
寿
会
会

長
の
石
川
重
美
さ
ん
よ
り
交
通

安
全
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
御
供
田
幸
子
一

座
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
華
や
か
な
唄
に
踊
り
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

っ
し
ゃ
で

な
に
よ
り

た
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

九
月
十
三
日
（
金
）
に
交
通
安
全
母
の
会
全
国
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
は
、
全
国
交
通
安
全
母
の
会
派
遣
隊
員
、
石
川
県

交
通
安
全
母
の
会
、
前
訪
問
先
の
高
松
町
交
通
安
全

母
の
会
メ
ン
バ
ー
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
官

房
長
官
か
ら
の
「
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
伝
達
、

内
灘
町
交
通
安
全
母
の
会
へ
の
フ
ラ
ッ
グ
と
た
す
き

の
引
継
ぎ
、
交
通
安
全
啓
発
用
品
の
贈
呈
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
た
岩
本
町
長
か

ら
は
、
お
礼
と
交
通
安
全
の
決
意
を
述
べ
る
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
ぐ
為
に
も
「
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
、
安
全
運
転
を
」
と
う
っ

た
え
ま
し
た
。
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
啓
発
用
品
は
、
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

通
安
全
母
の
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
受
入
式

交八
月
二
十
日
（
火
）
・
二
十
六
日
（
月
）
午
後
五

時
か
ら
内
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
内

灘
町
防
犯
と
交
通
安
全
推
進
隊
、
津
幡
警
察
署
の
協

力
の
下
、「
薄
暮
時
に
お
け
る
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

運
動
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、「
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
」
と
「
気
〜
つ
け
て
ね
」
の
掛
け
声
と
と
も

に
ド
リ
ン
ク
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

交
通
安
全
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

内

第
二
十
四
回
石
川
県
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
が
、

九
月
七
日
に
内
灘
中
学
校
相
撲
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
先
だ
っ
て
加
賀
・
能
登
・
奥
能
登
の

三
地
区
で
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
大
会
を
優
秀
な

成
績
で
勝
ち
残
っ
た
総
勢
三
六
チ
ー
ム
百
六
十
四
人
の

精
鋭
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
団
体
の
部
で
は
、
加
賀
市
の
動
橋
少
年
相

撲
教
室
が
優
勝
、
個
人
で
は
、
六
年
生
の
部
は
、
穴
水

教
室
の
遠
藤
君
、
五
年
生
は
押
野
少
年
団
の
高
木
君
、

四
年
生
の
部
は
同
じ
く
押
野
の
中
村
君
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
石
川
県
の
小
学
生
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め

る
と
あ
っ
て
、
選
手
た
ち
は
涙
あ
り
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

あ
り
で
、
ま
た
、
選
手
に
負
け
じ
と
父
兄
や
先
生
方
も

大
変
暑
い
熱
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ッ
子
力
士

内
灘
で
熱
戦

チ八
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
四
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
」
に
出
場
し
た

内
灘
マ
リ
ナ
ー
ズ
は
、
一
回
戦
で
大
分
代
表
「
臼
杵
戸

室
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」と
対
戦
し
、
６
―
５
で
勝
利
し
ま

し
た
。
二
回
戦
で
、
優
勝
し
た
地
元
北
海
道
代
表「
元
江

別
ア
ニ
マ
ル
ズ
」に
１
―
０
と
惜
敗
し
ま
し
た
が
、全
員

野
球
で
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
変
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で
精
一
杯
戦
っ
た
こ
と

や
、
全
国
各
地
の
野
球
少
年
達
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ

た
こ
と
、
元
プ
ロ
の
選
手
に
野
球
を
教
え
て
い
た
だ
け

た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

支
援

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
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役　場　代　表 286－1111

町　民　部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建　　設　　課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総　務　部
総　　務　　課 286－6720
町史編さん室 286－6720
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税　　務　　課 286－6706

企　業　局
水　　道　　課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下　水　道　課 286－6718

出　　納　　室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消　防　本　部 286－3301
図　　書　　館 286－1930
文　化　会　館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6950

お問い合わせは
こちらまで

施
設
の
概
要
▼

①
立
地
場
所

内
灘
町
字
大
学
１
丁
目
４
番
１

大
学
第
３
公
園
内

②
施
設
の
構
造
、
規
模

構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建

規
模
　
床
面
積
72
㎡
（
８
ｍ
×
９
ｍ
）

③
施
設
周
辺
の
概
況

内
灘
大
橋
（
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
）

の
左
岸
に
位
置
し
、
雄
大
な
大
橋
（
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
）
や
日
本
海
、
河
北
潟
等
の
眺

望
を
充
分
満
喫
で
き
る
環
境
。
大
橋
の
通
過

車
両
は
両
車
線
で
約
９，
０
０
０
台
／
日
前

後
。
ま
た
、
公
園
内
に
は
約
50
台
収
容
の
駐

車
場
。

応
募
者
の
条
件
▼

業
務
内
容
に
精
通
し
た
県
内
の
個
人
ま
た
は

法
人
。

施
設
の
管
理
条
件
等
▼

①
業
務
内
容

公
園
利
用
者
の
た
め
に
飲
物
や
軽
食
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
菓
子
類
や
内
灘
町
の
特
産

品
（
み
や
げ
物
を
含
む
。）
の
物
品
販
売
。

②
提
供
価
格

軽
飲
食
品
は
高
価
な
も
の
は
避
け
、
公
園
利

用
者
が
利
用
し
や
す
い
価
格
と
す
る
こ
と
。

③
営
業
時
間
及
び
営
業
休
日

・
営
業
時
間
は
概
ね
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
の
範
囲
内

・
営
業
休
日
は
月
２
回
程
度
。

経
費
の
負
担
▼

施
設
管
理
の
た
め
通
常
必
要
と
す
る
経
費

（
光
熱
水
費
等
）
の
他
、
施
設
の
使
用
に
つ

き
必
要
と
す
る
経
費
（
内
装
工
事
、
厨
房
設

備
、
備
品
調
達
等
の
費
用
）
は
管
理
者
の
負

担
と
す
る
。
ま
た
、
管
理
期
間
が
終
了
し
た

と
き
は
、
自
己
の
費
用
及
び
責
任
に
お
い
て

施
設
を
原
状
に
復
旧
す
る
こ
と
。

施
設
の
使
用
料
等
▼

①
使
用
料
　
月
額
20
万
円

②
保
証
金
　
150
万
円

保
証
金
は
、
管
理
期
間
が
終
了
し
た
場
合
に

返
還
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
管
理
者

が
負
担
す
べ
き
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合

は
、
保
証
金
を
処
分
し
て
当
該
債
務
に
充
て

る
も
の
と
す
る
。

応
募
方
法
及
び
応
募
期
日
▼

役
場
産
業
建
設
部
都
市
計
画
課
に
あ
る
指
定

の
申
込
用
紙
で
平
成
14
年
10
月
21
日
（月）
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

産
業
建
設
部
都
市
計
画
課

☎
２
８
６
―
１
１
１
１
（代）

☎
２
８
６
―
６
７
１
２
（直）

大
学
第
３
公
園
の
軽
飲
食
兼
売
店
経
営
管
理
者
募
集

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

・
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書
（
処
理

機
の
購
入
価
格
の
わ
か
る
も
の
）

・
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
も

っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

種　　類 助成の対象 助　成　額

電気式

生ごみ

処理機

コンポスト

バイオ方式または
乾燥方式のもの。
生ごみの容積を減
少させ、堆肥化さ
せるもの。

購入価格の３分
の1に相当する
金額。（ただし、
15,000円を限
度とします）

底部がなくふたの
あるもの。
容量が100リット
ル以上のもの。

3,000円（上限）
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―
「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
編
さ
ん
―

昔
の
写
真
、
古
文
書
は

あ

り

ま

せ

ん

か

内
灘
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指
し

て
、「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
方
の
お
家
に
昔
の
内
灘
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等
の

建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写
真
・

絵
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま

た
、
古
文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
町
史

編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し

た
写
真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
・
古
文
書
等
は
責
任

を
持
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
12
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１

級
・
２
級
・
３
級
を
お
持
ち
の
方
は
、

該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
10
月
17
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

菊
薫
る
文
化
・
芸
術
の
祭
典

第
27
回
内
灘
町
総
合
文
化
祭

文
化
協
会
す
べ
て
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
恒
例
の
文
化
祭
。

日
頃
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
が
、
大
輪

の
菊
の
よ
う
に
花
咲
き
ま
す
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
抽
選
会
も
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

◎
作
品
展
示
（
文
化
会
館
）

☆
絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
・
俳
文
学
・
華

道
・
菊
花
・
花
の
会

日
時
▼
11
月
９
日
（土）
〜
10
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◎
芸
能
発
表
（
文
化
会
館
）

☆
お
茶
会

日
時
▼
11
月
10
日
（日）

午
前
11
時
〜

☆
謡
曲
・
邦
楽
・
詩
吟
・
民
謡
・
大
正
琴
・

和
太
鼓

日
時
▼
11
月
10
日
（日）

午
後
１
時
〜

◎
競
技
部
門

☆
か
る
た
大
会
（
ア
カ
シ
ア
公
民
館
）

日
時
▼
11
月
４
日（
月
・
休
）
午
後
１
時
〜

☆
囲
碁
大
会
（
緑
台
公
民
館
）

日
時
▼
11
月
10
日
（日）

午
前
10
時
〜

☆
将
棋
大
会
（
中
央
公
民
館
）

日
時
▼
11
月
17
日
（日）

午
前
10
時
〜
　

※
な
お
、
芸
能
発
表
後
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を

行
い
ま
す
。
芸
術
の
秋
を
心
ゆ
く
ま
で
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
14
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
な
び
ピ
ア
石
川
２
０
０
２
」

紹
介
文
▼

学
び
ご
こ
ろ
　
伝
え
よ
う

か
が
や
く
　
あ
す
へ
世
界
へ

場
所
▼
石
川
県
産
業
展
示
館
４
号
館

月
日
▼
10
月
10
日
（木）
〜
10
月
14
日
（月）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
10
月
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

備
考
▼

内
灘
町
か
ら
は

・「
砂
丘
を
生
か
し
た
生
涯
学
習
」

（
10
日
〜
14
日
）

・「
世
界
の
凧
の
祭
典
実
行
委
員
会
」

（
12
日
〜
14
日
）

が
出
展

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開

催

の

ご

案

内

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
を
考
え
よ
う
！

基
調
講
演
に
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
枝
廣

淳
子
氏
を
迎
え
、「
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
12
月
１
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
内
灘
町
連
合
婦
人
会

内
灘
町
壮
年
会
協
議
会

「
書
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
の

お

知

ら

せ

県
下
の
著
名
な
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
す

る
内
灘
町
書
道
協
会
恒
例
の
勉
強
会
。
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
▼
10
月
27
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館
２
階

講
師
▼
久
田
鶴
南
先
生

石
川
県
美
術
文
化
協
会
理
事
・
石
川
県
書

道
協
会
会
長

寺
井
町
佐
野
出
身
。
昭
和
32
年
県
内
で
初

め
て
日
展
入
選
以
後
12
回
、
日
展
会
友

平
成
10
年
、
秋
の
叙
勲
で
勲
四
等
瑞
宝
章

を
受
章

内
容
▼
書
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か

書
の
勉
強
方
法
な
ど
具
体
的
に
お
話
さ

れ
ま
す
。（
ビ
デ
オ
有
）

主
催
▼
内
灘
町
書
道
協
会

問
い
合
わ
せ
先
▼

事
務
局
　
☎
２
８
６
―
２
１
８
６

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
65
歳
以
上
）

が
一
部
自
己
負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
希
望
者
は
10
月
下
旬
に
送
付
い
た
し
ま

す
接
種
券
お
よ
び
予
診
票
を
持
参
の
上
、
医
療

機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
満
60
〜
64
歳
の
方
で
「
心
臓
」「
腎
臓
」

「
呼
吸
」
の
機
能
障
害
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
を
お
持
ち

の
方
）

※
対
象
者
に
は
10
月
下
旬
に
個
人
案
内
い
た
し

ま
す
。

接
種
期
間
▼

平
成
14
年
11
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
た
だ
し
休
診
日
は
除
き
ま
す
）

接
種
場
所
▼

町
が
契
約
す
る
医
療
機
関
（
案
内
時
に
一
覧

表
を
送
付
し
ま
す
）

自
己
負
担
額
▼

５
０
０
円
（
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ヒ
ャ
ッ
！
と
す
る
前
に
知
っ
て
お
こ
う

応
急
手
当
と
心
肺
蘇
生
法

子
ど
も
達
の
不
慮
の
事
故
は
、
主
に
家
庭
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

事
故
は
目
を
離
し
た
一
瞬
の
す
き
に
起
こ
る

も
の
。

そ
っ
さ
の
時
に
適
切
な
処
置
が
で
き
る
よ
う

に
今
の
う
ち
に
学
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
▼

①
11
月
１
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時

「
起
こ
り
や
す
い
事
故
と
そ
の
対
応
」

※
保
育
室
を
設
け
ま
す
。

②
11
月
８
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時

「
体
験
し
よ
う
！
心
肺
蘇
生
法
」

※
保
育
室
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
ど
う
ぞ
。

会
場
▼
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
内
灘
町
消
防
本
部

対
象
▼
１
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん

定
員
▼
25
名

申
し
込
み
▼
10
月
25
日
（金）
ま
で
に
内
灘
町
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

※
２
回
通
し
て
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

※
保
育
等
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

人
権
啓
発
講
演
会
の
ご
案
内

日
時
▼
10
月
27
日
（日）

午
前
10
時
〜

会
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

演
題
▼『
知
ら
ず
に
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
親
た
ち
』

講
師
▼
伊
藤
　
芳
朗

氏
（
弁
護
士
）

※
平
成
14
年
度
河
北
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
の
記
念
講

演
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

大
空
い
っ
ぱ
い
に
凧
を
揚
げ
よ
う

第
７
回

内
灘
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会

日
　
時
▼

10
月
13
日
（日）

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
（
９
時
30
分
開
場
）

会
　
場
▼

内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
は
、
内
灘
体
育
館
））

主
　
催
▼

内
灘
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会
実
行
委
員
会

北
國
新
聞
社

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

※
今
年
は
自
作
の
「
イ
カ
の
凧
」
を
揚
げ
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）。

信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

左
図
の
３
箇
所
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
押
し
ボ
タ
ン
を

押
し
、
歩
行
者
用
信
号
が
青
色
に
な
っ
て
か
ら

横
断
し
ま
し
ょ
う
。

14年度

内灘海岸 

緑
台
２
丁
目 

① 

アカシア 
交差点 

内灘駅 

ハマナス１丁目 

鶴
ヶ
丘
５
丁
目
交
差
点 

大清台 
交差点 
 

金沢医科大学 
歯科 

内灘町 
役場 

② 
③ 

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ 

③「大学2丁目交差点」 ②「鶴ヶ丘5丁目東交差点」 ①「緑台1丁目交差点」
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支援費制度がはじまります
平成15年４月からスタート

障害者に対する福祉サービスは、いままでは町が決定していた「措置制度」でしたが、平成15年４月から利用者

の自己決定を尊重した「支援費制度」となります。

これにより、利用者自らがサービスを選択し、事業者と対等な立場で契約してサービスを利用します。このとき

のサービス費用の一部を利用者が負担し、残りは支援費として町が支払います。

問い合わせ先 町民部町民生活課支援費の支給申請は14年10月１日からです。

平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）

内灘町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を試行しています。
試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格事前公表試行対象の入札）

1 8月21日 仮設駐車場整備工事（その2） 氷見山産業 3,297,000
2 9月 3日 文化会館冷房設備機器修繕工事 七田工業㈱ 2,100,000
3 9月 3日 霊園造成工事実施設計委託業務 ㈱東洋設計 3,885,000
4 9月 3日 宅地整地変更実施設計業務委託（GH街区） ㈱日本海コンサルタント 2,310,000
5 9月 3日 通報システム設置工事 荏原商事㈱ 1,995,000

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

6 9月 3日 2号井戸揚水機設備工事 北陸電気工事㈱ 10,710,000 11,227,650
7 9月 3日 権現森線散水管布設工事 根布長土建 4,924,500 5,323,500
8 9月 3日 大学宮坂線散水管布設工事 ㈲中和建設 11,235,000 11,387,250
9 9月 3日 千鳥台2丁目舗装補修工事 協和道路㈱ 14,490,000 14,864,850

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

利用できるサービス 支援費制度のしくみ 
■居宅サービス 
　 ● ホームヘルプサービス 
　 ● デイサービス 
　 ● ショートステイ 
■施設サービス 
　 ● 更生施設 
　 ● 療護施設 
　 ● 授産施設 

■居宅サービス 
　 ● ホームヘルプサービス 
　 ● デイサービス 
　 ● ショートステイ 
　 ● グループホーム 
■施設サービス 
　 ● 更生施設 
　 ● 授産施設 
　 ● 通勤寮 

■居宅サービス 
　 ● ホームヘルプサービス 
　 ● デイサービス 
　 ● ショートステイ 

身
体
障
害
者 

知
的
障
害
者 

障
害
児 

利 用 者  利 用 者 

　障害者福祉サービス
を必要とする人（身体
障害者、知的障害者、障
害児） 

利 用 者  指定事業者・施設 

　利用者の心身の状況
に応じて適切なサービ
スを提供します。 

利 用 者  市区町村 

　支援体制を整備し、
支援費の支給決定を行
います。 

契
約
 

利
用
者
負
担
額
の
支
払
い
 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

支
援
費
の
支
給
申
請
 

支
給
決
定
 

支援費の支払い 

支援費の請求 

※支援費制度に移行するのは、上記のサービスのみで、それ以外のサービスについては従来通りに行われます。

▼
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う
ち
な
だ
の
里

う

ち

福

祭

開

催

社
会
福
祉
法
人
う
ち
な
だ
の
里
う
ち
な
だ
福

祉
作
業
所
で
は
10
月
26
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
創
立
10
周
年
記
念
バ
ザ
ー
（
あ
り

が
と
う
　
お
か
げ
様
で
10
周
年
　
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
）
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
か
ら
、
目
玉
企
画
と
し
て
飲
食
コ

ー
ナ
ー
を
始
め
と
し
た
格
安
の
販
売
を
行
い
ま

す
。当

日
の
内
容
は
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
コ

ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
各
種
団
体

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
扱
う
品
物
と

し
て
、
日
用
雑
貨
（
新
品
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま

す
）
な
ど
の
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の

通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
０
―
０
２
６
６

内
灘
町
字
大
根
布
と
２
０
２
―
５

☎
２
８
６
―
６
３
８
６

FAX
２
８
６
―
６
３
８
７

社
会
福
祉
法
人
う
ち
な
だ
の
里
う
ち
な
だ
福

祉
作
業
所

国

民

健

康

保

険

優

良

被

保

険

者

表

彰

平
成
14
年
度
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
優
良
被

保
険
者
表
彰
式
が
８
月
28
日
（水）
内
灘
町
役
場
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
の
健
康
保
持
と
保
健
事
業
の
普
及
促
進

を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。今

年
は
国
保
加
入
世
帯
３
千
395
世
帯
の
中
か

ら
74
世
帯
、
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
１
千
544
人

の
中
か
ら
53
人
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

行
列
が
で
き
る
無
料
相
談
会

公
認
会
計
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、

弁
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
弁
護
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、

司
法
書
士
、
行
政
書
士

９
士
業
団
体
の
専
門
家
が
あ
ら
ゆ
る
問
題
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
11
日
（金）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
▼
金
沢
市
香
林
坊
１
―
１
―
１

香
林
坊
大
和
８
階
特
設
会
場

問
い
合
わ
せ
先
▼

幹
事
会
　
石
川
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
２
９
１
―
１
０
２
０

石
川
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

石
川
県
最
低
賃
金
（
全
産
業
、
全
労
働
者
に

適
用
）
は
、
平
成
14
年
10
月
１
日
よ
り
日
額
表

示
を
廃
止
し
、
時
間
額
は
昨
年
と
同
様
の
６
４

５
円
と
な
り
ま
し
た
。

日
給
制
、
月
給
制
な
ど
の
賃
金
は
、
す
べ
て

時
間
額
に
換
算
し
て
最
低
賃
金
と
比
較
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
よ
り
高
い

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
石
川
労
働
局
「
☎
２
６
５
―
４
４

２
５
」
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
石
川
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.ro
u
d
o
u
.g
o
.jp

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
川
県
男
女
共
同
参
画

苦

情

処

理

機

関

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
機
関
で
す
。

行
政
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
し
て
、
苦
情
処

理
委
員
が
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
苦
情
等
の
申
出
を
公
平
、
中
立
な

立
場
に
立
っ
て
処
理
し
ま
す
。

◎
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
の
施
策

に
つ
い
て

◎
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た

場
合

●
苦
情
処
理
委
員
は
、
皆
さ
ん
や
関
係
者
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
す

●
裁
判
や
調
停
の
よ
う
な
手
続
き
や
審
理
は
あ

り
ま
せ
ん

●
苦
情
処
理
委
員
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

視
点
か
ら
検
討
し
ま
す

●
苦
情
処
理
委
員
は
、
適
切
、
迅
速
に
処
理
に

あ
た
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
２
２
３
―
９
１
０
７

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.ish

ika
w
a
.jp
/

jo
se
i/ku
jyo
u
syo
ri/
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自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通
事
故

の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で

す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車

は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

を
！

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

h
ttp
://w
w
w
.jib
a
ise
ki.co

m

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
て

困
っ
た
時
、
困
っ
た
人
の
ご
相
談
に
…

金
沢
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
金
沢
支
部

h
ttp
://w
w
w
.so
n
p
o
.o
r.jp

☎
２
３
２
―
０
２
１
４
（
直
通
）

相
談
日
▼

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
祝
日
を
除
く
）

弁
護
士
相
談
日
▼

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

（
予
約
制
・
相
談
無
料
・
要
面
談
）

※
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
損
害
保
険
一
般
の
ご
相
談
も
受
付
し
ま
す
。

石
川
高
専
公
開
講
座

マ
ジ
カ
ル
科
学
教
室
Ⅱ

―
集
ま
れ
！
　
未
来
博
士
―

石
川
高
専
で
半
日
、
科
学
で
遊
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？
当
日
は
紀
友
祭
（
学
校
祭
）
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

午
前
は
光
の
実
験
の
数
々
、
午
後
は
お
祭
り

の
数
々
。
11
月
９
日
は
石
川
高
専
に
集
合
だ
。

日
　
時
▼

11
月
９
日
（土）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
　
象
▼

中
学
生
20
名

（
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
）

参
加
費
▼
無
料
（
保
険
料
少
額
当
日
徴
収
）

講
　
師
▼
一
般
教
育
科
教
職
員

場
　
所
▼

ト
ラ
イ
ア
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
試
作
開
発
室

申
し
込
み
▼

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を

庶
務
課
　
☎
２
８
８
―
８
０
１
７

FAX
２
８
８
―
８
０
１
４
ま
で
。

正
し
い
保
険
で
、
安
心
治
療

労
働
災
害
の
受
診
は
労
災
保
険
で
!!

労
働
災
害
に
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

「
労
災
か
く
し
」
は
犯
罪
で
す
。

「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

労
災
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
所
轄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
の
提
出

が
必
要
で
す
！

労
働
安
全
衛
生
法
第
１
０
０
条
に
定
め
る

「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
を
提
出
し
な
い
場
合

又
は
虚
偽
の
内
容
を
記
載
し
て
報
告
し
た
場

合
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
０
―
０
０
２
４

金
沢
市
西
念
３
丁
目
４
番
１
号

金
沢
駅
西
合
同
庁
舎
５
階

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
２
６
５
―
４
４
２
３

学
校
法
人
日
本
航
空
学
園

建
学
70
周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

F
ly
to
th
e
fu
tu
re

〜
君
の
空
〜

日
時
・
場
所
▼

◎
10
月
26
日
（土）

輪
島
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

昼
の
部：

午
後
１
時
30
分
開
演

夜
の
部：

午
後
６
時
30
分
開
演

◎
10
月
28
日
（月）

石
川
県
文
教
会
館
（
金
沢
）

夜
の
部：

午
後
６
時
30
分
開
演

問
い
合
わ
せ
先
▼

学
校
法
人
日
本
航
空
学
園

輪
島
開
設
事
務
所

☎
０
７
６
８
―
２
３
―
８
５
３
１

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
募
集

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
内
灘
町
の
小
学
校
へ
就
学
し

た
日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
児
童
の
た
め
に
、
週

に
１
・
２
回
日
本
語
指
導
や
学
校
生
活
の
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
話
せ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
灘
町
在
住
も
し
く
は
近
郊
に
お
住
ま
い
の

方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

方
は
10
月
末
日
ま
で
に
内
灘
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

向
粟
崎
在
住

県
現
代
美
術
展
作
家
展

日
時
▼
10
月
27
日
（日）
〜
11
月
３
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
▼
向
粟
崎
公
民
館
和
室

展
示
作
家
▼
絵
画
　
杉
村
雄
二
郎

書
　
　
向
井
　
宗
久

工
芸
　
加
登
　
節
子

写
真
　
勝
田
　
　
進

向
粟
崎
公
民
館
文
化
祭
（
２
０
０
２
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）
行
事
の
一
環
と
し
て
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

約
20
点
の
中
、
大
作
を
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

主
催
▼
向
粟
崎
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先
▼
☎
２
３
８
―
３
３
７
３

相談無料

入場
無料
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暮
ら
し
の
情
報

ケーブルテレビの
工事が始まります

の
家
」
の
年
中
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
サ
ロ
ン
を
開
い
て
利
用
者
の

方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
多

く
の
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
☎
２
８
６
―
５
３
７
３

「
ト
ト
ロ
の
家
」
ま
で

さ
わ
や
か
な
秋
風
に
コ
ス
モ
ス
や
萩
が
ゆ
れ
、
心

な
ご
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
「
ト
ト
ロ
の
家
」
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
ト
ト
ロ
の
家
」
で
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
７
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認

証
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り

広
く
地
域
の
た
す
け
あ

い
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

夏
の
間
、「
ト
ト
ロ
の
家
」
で
は
か
わ
い
い
小
物
や

人
形
な
ど
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
ほ
の
ぼ
の

温
泉
へ
お
弁
当
を
持
っ
て

行
っ
た
り
、
ハ
ー
ブ
園
や

バ
ラ
園
に
も
出
か
け
ま
し

た
。お

坊
さ
ん
の
法
話
、
お

は
ぎ
づ
く
り
は
「
ト
ト
ロ

★
生
き
が
い
サ
ロ
ン

日
　
時
▼
毎
週
月
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
料
▼
５
０
０
円
（
昼
食
込
）

（
送
迎
希
望
の
方
は
１
０
０
円
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。）

※
月
・
木
曜
日
以
外
も
開
い
て
い
ま
す
。

（
日
曜
日
は
お
休
み
）

※
い
つ
で
も
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

★
腰
や
足
が
い
た
い
方
の
た
め
に
、
ひ
じ
か
け
つ

き
２
〜
３
人
用
の
ソ
フ
ァ
を
提
供
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
か
？

★
利
用
者
の
方
々
を
安
全
に
送
迎
す
る
た
め
朝
夕
の

送
迎
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
方
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
お
は
な
し
相
手
、
調
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ご
協
力
の
お
願
い

日
時
▼
10
月
５
日
（土）
・
６
日
（日）

場
所
▼
医
科
大
前
に
て

※
「
ト
ト
ロ
の
家
」
も
出
店
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
遊
歩
道
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
▼
10
月
８
日
（火）

午
前
10
時
〜

※
秋
を
さ
が
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
散
歩
を
兼
ね
て
み

ん
な
で
環
境
の
こ
と
話
し
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
参
加
く
だ
さ
い
。

ト
ト
ロ
の
家
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！

♪お手手つないで…♪
みんなで遊歩道へ花つみに

かわいいお客さんに
みんな大喜びです

食後のひとときをお坊さん
を囲んで話がはずみます

○内灘工芸協会からチャリティー収益金
を寄附していただきました。

ありがとうございました。
内灘町社会福祉協議会

善意の花 善意の花 
10月から、町内にケーブルテレビ回線の幹線を敷設する工事
を、金沢ケーブルテレビネット㈱が始めます。ケーブルテレビ
の敷設により、スポーツ・映画・
音楽・ニュースなど多彩な番組
や、高速・常時接続のインターネ
ットが楽しむことができる環境が
町内で整うことになります。
サービスの開始時期は放水路以南の地区は12月、放水路以北
の地区は１月を予定しておりますが、工事の進捗状況により若
干遅れることも予測されます。
なお、ケーブルテレビの利用を希望される場合は、工事費や
利用料金等が必要となります。詳しくは金沢ケーブルテレビネ
ット㈱までお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ先�
金沢ケーブルテレビネット㈱ ☎224－1114
E-mail：kct@spacelan.ne.jp
URL：http://www.spacelan.ne.jp/

▼
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（9月27日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

環境対策室 

紹介 登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

譲
り
ま
す 

新
着
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●ベビークーハン　●子供用自転車（水色・22インチ）
●紙おむつ・トレパンツ（乳児用）
● 2～4才用女児洋服・靴　●じゅうたん（8畳）
●家庭用超音波気泡浴装置
●高校受験用参考書・五教材ビデオ（平成10年度版）

●譲って下さい（希望品）
ミシン、サックス（アルトもしくはテナー）、

ピアノ、パソコンの台、

電子ピアノ、自転車

●譲ります（提供品）
電動車いす、室内用ジャングルジム、

ハムスターの小屋、

プッシュホン電話機、電子オルガン

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
納
税
納
期
限
　
10
月
31
日
（木）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
　
第
７
期

○
町
民
税
・
県
民
税
　
　
　
　
　
　
第
３
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

10
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
10
月
18
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
あ
な
た
は
狙
わ
れ
て
い
る
」

講
　
師
▼
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
大
西
　
節
子
　
氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
10
月
18
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

暮
ら
し
の
情
報
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
10月29日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

10月31日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 6月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
11月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 7月生｝

4か月児健診
10月29日（火） 対象 14年 6月生
11月26日（火） 対象 14年 7月生

（受付時間）13：00～14：00

ひよこっこサークル
10月 9日（水） 対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

マタニティクラス
10月10日（木）

★楽なお産のためのマタニティ体操
※動きやすい服装でおこしください。
★お産をするということは？

10月17日（木）
★母乳はどのように作られるの
★歯の健康

10月24日（木）
★赤ちゃん用品を考えよう
★気をつけたいねバランスの良い食事

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、
育児のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是
非ご参加ください。

3才児健診
10月15日（火）対象 11年 6月生
11月12日（火）対象 11年 7月生

（受付時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
10月22日（火） 対象 13年 3月生
11月19日（火） 対象 13年 4月生

（受付時間）13：00～14：00

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

10月17日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今月のテーマ

『秋…自然の中で』

『運動会』
10月16日（水）

10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

会場：保健センター

※必ず保健センタ
ーまで申し込み
してください。

申込締切：10月10日（木）まで

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

ポリオ予防接種
10月7日（月）

【対象】2回目 平成13年6月～9月生

10月21日（月）

【対象】2回目 平成13年10月～11月生

1回目 平成13年12月～
平成14年1月生

10月28日（月）

【対象】1回目 平成14年2月～5月生

（受付時間）13：15～14：00

絵本の読みきかせの
ほかフリートークもあ
りますので、絵本のこ
とだけでなく、育児の
こと他いろいろお話し
ください。お母さんだ
けでもOK。どなたで
もお気軽においでください。

すくすく赤ちゃん!!
10月24日（木）
10：00～10：30

お気軽にご参加ください。

担当：鶴ヶ丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ『いない いない ばあ』

献血のお知らせ
11月10日（日）
9：00～12：00
大根布公民館

13：30～16：00
ショッピングセンターコーヨー

（東京ストア内灘店）

ご協力をお願いします「くんちゃんのだいりょこう」ドロシー・マリノ

もってきてほしいもの

ハンドタオル 1枚



うちなだ愉快な仲間たち 代表　工 久美子

YOSAKOIソーランを踊って
ボランティアをしませんか！

町内の老人ホームをはじめ病院、福祉施設
を訪問、小中学生に指導をしたり、町のイベ
ントや「YOSAKOIソーラン日本海の祭」に参
加しています。お祭り大好き、踊り大好きな
方、男性も大歓迎です。締切り10月末。

問い合わせ先：うちなだ愉快な仲間たち
工　久美子　☎238－4930

このコーナーでは内灘町で活動している皆さんを応援します。
掲載を希望される団体は、原稿300字程度に活動内容のわか
る写真１枚を添えて、総務課広報担当までお申込みください。次回のまいどさんは喜多さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回
出場者に次回出場者をリ
レー方式で紹介してもら
います。 

喜多　外義 さん 
（53歳・ハマナス） 

き た   よし そと 

今月は　清水さん　から紹介のあった、喜多外義
さんに登場していただきます。 

み　ち　こ 

　私が民謡舞踊の世界に入って早くも27年。今では私

にとって生活の一部ともいえる今日この頃です。現在は、

内灘民謡協会の一員として活動し、発表会、老人会、

福祉協議会などで楽しく踊りを舞わせていただいてい

ます。 

　また、民謡舞踊を通じて知り合った色々ステキな人

達との出会いを大切にして、これからも初心に返りガ

ンバルゾー！ 

　追伸：長男の嫁

（望智子）が現在同

じ世界にはまりつ

つあります（長男に

とっては迷惑なこ

と）。いつか同じ舞

台で踊れる日を…。 
 

町へ一言：町民が

多く参加する夏ま

つりをリニューア

ルしてみては？ 
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9月12日までの
届出分



　町では、ごみの減量化と資源の有効利用を推進するために、新聞・
雑誌・ダンボールなど古紙のリサイクルに取り組んでいます。これら
資源回収に協力していただいているPTAや保育所保護者会などの
資源回収団体に対し、回収物1kgあたり3円の助成をしています。 

資源回収にご協力ください 資源回収にご協力ください 資源回収にご協力ください 

○保育所・園でのリサイクルについて 
　回収しているもの　新聞・雑誌・ダンボールなど  
※それぞれひもで（できれば白色の紙ひもで）十字に縛って出してくだ
さい。 
※中身が見えないため、袋には入れないようにお願いします。 
※回収しているもの以外のものやごみなどは出さないでください。  
○ビニールひもで束ねたものは、リサイクルするときに紙とビニー
ルひもを分けなければなりません。結局ひもはごみになってしま
います。ビニールひもでも回収しますが、紙ひもの利用が広がる
ようにPRしていきたいと思います。 

新聞等古紙のリサイクルにご協力をお願いします。新聞等古紙のリサイクルにご協力をお願いします。 
 
新聞等古紙のリサイクルにご協力をお願いします。新聞等古紙のリサイクルにご協力をお願いします。 
 
新聞等古紙のリサイクルにご協力をお願いします。 
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15
19：00～20：00

15
18：30～19：30

15
19：00～20：00

15
19：30～20：30

21
19：00～20：00

21
20：00～21：00

21
19：00～20：00

21
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

〃

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

11月

9

〃

〃

〃

11

〃

〃

4

11

4

〃

〃

〃

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

10月 11月
18

19：00～20：00

18
18：30～19：30

18
19：00～20：00

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

17
18：00～19：00

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

〃

20
8：00～9：00

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

10月

10月14日は祝日のため、もえるごみの収集
は休みです。よろしくお願いします。 
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810
1,239
749
1,622
998
716
1,574
517
427
371
431
61
552
251
81

12,991
6

1,824
542
455
864
1,230
780
1,702
1,093
731
1,620
506
628
370
452
52
556
281
82

13,768
12

3,538
996
879
1,674
2,469
1,529
3,324
2,091
1,447
3,194
1,023
1,055
741
883
113
1,108
532
163

26,759
18

1,161
352
320
598
780
512
1,105
723
526
1,039
487
591
261
258
35
316
155
50

9,269
11

内灘町字別人口世帯数 平成14年8月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発 行 内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　☎286－6720

10～11月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

10/6
（日）

10/13
（日）

10/14
（月･祝）

10/20
（日）

10/27
（日）

11/3
（日）

11/4
（月･休）

11/10
（日）

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気33の6 283-0103

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

カセノ内科医院 七塚町木津に140-4 285-0008

さいとうクリニック（皮･形成）津幡町潟端371-1 288-4540

政岡医院（内･小） 内灘町鶴ケ丘4丁目1-265 286-1766

森田整形外科医院 津幡町清水チ319-1 288-4151

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島クリニック（婦･産･内） 津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

さかきばら内科医院（内･小）津幡町庄ト1-15 288-7770

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

10月16日（水）
11月20日（水）

10月17日（木）
11月21日（木）

10月18日（金）
11月22日（金）

問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701


